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部位特異的な代謝特性を持つ肝細胞が
約100万個集合して肝小葉ができている

E-Cell Sysetmを用いた代謝シミュレーション
　　　　　　　　　　　　　＋
ライブセルによる４D（時空間）現象記述

1細胞あたり約２００酵素反応、400代謝物質のE-Cellモデル

詳細な細胞内代謝機構、空間的な細胞配
置、細胞間コミュニケーションを全て考慮した
初めてのシミュレーションを実現する

肝硬変、肝癌の部位特異的転移、肝切除後
の代謝予備能、薬物代謝動態の予測に応用
する


